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令和 5年度 学習成果発表会 発表内容について 
 

 
（１）１年次プレ課題研究 
 
 ① １年 B組 西 玲弥  「認知特性にあった究極の暗記方法」 
人は、書く、見る、聞く、読む、様々な方法により認知することで勉強しています。認知の仕方で、テ
ストの点数に差が出るのなら、「勉強の効率をより高めることできるのではないか？」と思い、この研
究を行いました。 

 
 ② １年 C組 福沢 颯織 「嘘を見抜く方法とは」 
「相手の話が本当なのか。」と不安に思ったことはないでしょうか。そのような時、「嘘を見抜く方法が
あれば、相手の言っていることが本当かどうかわかる！」と考えたので、研究を始めました。嘘に関
する論文から、ゲーム検証を行い研究を進めました。 

 
 
（２）２・３年次 課題研究  
 
① 3年次 5班 「あなたの味方、おみそしる」 
どんな食事にも合う味噌汁を題材に、食について学び、食への意識を変えていくことで地域の人々の
健康増進に繋がるのではないかと考え、研究を進めました。 

 
② 3年次 8班 「障がい者への理解を深めるために」 
私たちは、障がい者への差別が生まれる原因は相手のことを知らないからだと考えました。そこで高
校生と障がい者が楽しく交流できる場を企画しました！ 

 
③ 2年次 2班 「子ども食堂」 
私たちは浦河町で子ども食堂を開きたいと思いました。しかし､実際に行動してみると、資金、食材の
調達方法、人脈など私たちには無いものだらけでした。そこで実際に運営している方にお話を聞いて
実現のための方法を考えました。 

 
④ 3年次 11班 「ビジネスでつなぐ、故郷(まち)の未来」 
浦河町の飲食店が危機！？私たちは、この現状をきっかけに、浦河町のビジネスを活性化することで
地域の人々をつなぎ、故郷の未来を守ろうと、体験起業などの活動を行ってきました。 

 
⑤ 2年次 12班 「住宅差別を無くすためには」 
外国人移住者の４割以上が経験する「住宅差別」。情報収集やインタビューを通して、浮き出た日本の
移住者への対応不十分さ。その点に着目し、今私たちができる対策について考えました。 

 
⑥ 2年次 14班 「納税したら最高だった件」 
私たちはＳＤＧｓ１１番「住み続けられるまちづくりを」をテーマに活動しました。世界で問題になっ
ている地域格差に目を向けて、日本にしかないふるさと納税制度を利用できないかを考えました。 

 
⑦ 2年次 19班 「北海道の在来種を守りたい！」 
現在、北海道に生息している外来種によって起きている問題に対して、自分たちが何をしたら解決で
きるのかを考え、外来種の危険性を調べたり、実際に調理したりして研究を進めました。 

 
⑧ 3年次 7班 「馬の魅力発見！」 
私たちは浦河の特産品を生かして心を癒やす活動をしたいと考え、活動してきました。馬を活用し、ホ
ースセラピーの魅力を町内、町外の人に発信することを目標にしています。癒やされたい方はぜひお
越しください！ 

 
⑨ 3年次 12班 「地域課題を考えるツール開発」 
全道・全国の地方には、空き家問題や少子化などのいわゆる地域課題が多くあります。その課題を多様
な世代で検討し、より良い地域を作っていくためのきっかけとなるツール開発を行いました。 

 
⑩ 2年次 10班 「ENERGIE」 
「エネルギーをみんなに」というテーマに焦点を当て、節電をすることで余った電力を他のものに回
すことができると考えました。今回は身の回りで実践できるドライヤー、照明、エアコンの３つの節電
方法を調べました。 


